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1. まえがき 
現在我国の橋梁は,今後の十数年間で老朽化のピ－ク

を迎えようとしているが,地方自治体の橋梁の多くは財

政上の理由から橋梁点検がほとんど実施されていないの

が現状である.１） 

今後の維持管理は従来の「後追い型」の補修から

「予防保全型」の維持管理を基本とし,橋梁の長寿命化

を図るためのこまめな点検と補修が必要となる. 

そこで,現状の点検費用負担の大きい長大橋,ア－チ

橋,トラス橋等の点検費用の軽減策として低コストの簡

易型橋梁点検車の開発を行った. 

本報告では簡易型橋梁点検車の開発と実橋への適用

について述べる． 

 

2. 簡易型橋梁点検車の開発の経緯 

2.1 簡易型橋梁点検車の概要 
本報告の簡易型橋梁点検車は予防保全型の維持管理

を実施するに当たり,こまめな点検として実施する目視

検査を,財政事情の厳しい地方自治体が安価に実施でき

るようにするための機械として開発を行った． 

簡易型橋梁点検車の構造は写真-1 に示すようにアウ

トリガ－付きトラックに全長約 20mの自在ア－ムと撮影

機器を搭載し,橋梁の側面より,橋梁下面及び下部工側面

を写真-2 の撮影装置で撮影する.また,撮影装置に取り

付けたレ－ザ－光によりコンクリ－トの表面ひび割れ幅

及び延長を定量的に計測が可能となっている. 

構造物の損傷箇所は点検車上のパソコンの画面上で

位置を確認し,撮影することが可能である.（ 写真-3） 

本点検車図-1 の主な仕様は,以下の通りである． 

自在アーム長：鉛直 6m,水平 7.9m 

撮影装置：デジタルカメラ 400 万画素 
衝突防止監視カメラ：CCD カメラ 4台 

カメラ方向モニタ－カメラ：CCD カメラ 1 台 

ひび割れ測定用レ－ザ－：2本 赤色光 

照明装置：LED 2 本 

撮影装置の回転方向限界：水平方向回転角約

300°, 上下方向回転角約 270° 

2.2 長寿命化の概要 

従来の「後追い型」の補修では大規模な補強や補修

が必要になり,維持管理費用が増大する.そこで,構造物

が致命的な損傷に至る前にこまめな点検と補修を前提と

した「予防保全型」の維持管理手法が必要となる． 

予防保全型の維持管理では社会基盤施設を常に安全 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

な状態に保てるだけでなく,ライフサイクルコストの縮

減にも有効で,構造物の長寿命化が可能になる.2) 

2.3 従来手法と簡易型点検車の比較 

従来手法の足場工による点検の写真-4 ではその設

置・撤去に多くの時間と費用を要するが,点検直後に補 

修を継続的に実施することも可能である.しかし,現時点

では点検した橋梁が必ずしも補修・補強を必要とするケ 

写真－１簡易型橋梁点検車 

写真-2 撮影装置 写真-3 撮影装置 

パソコン及び監視モニタ－ 

図-1 点検車の仕様図 
 

道路占用幅 3m 
2.5～4.5m 

3～6m 

3～7.9m 
1～2m 

簡易型点検車 

水平 300° 
鉛直 270° 

Ⅰ－４７ 平成16年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第61号



    写真-5 空中作業車による点検 

写真-4  足場工による点検 

 

 写真-7 上フランジ下面の垂直補剛材との溶接部 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

－スは少ない. 

また,空中作業車の写真-5 などの橋梁点検車は専用

のオペレ－タを必要とし,点検作業での安全性と点検コ

ストの問題がある.また,ア－チ橋やトラス橋などの構造

が複雑な橋梁では作業空間が狭く適合性が低いと考えら

れる.  

一方,本報告の簡易型橋梁点検車は専用のオペレ－タ

を必要とせず,点検車の台車も普通車の免許が適用でき,

直接危険な場所へ人が行くこともないため,コストと安

全性の問題も少ないと考えられる.（写真-6） 
 

3. 実施状況 

3.1 簡易型橋梁点検車の操作性 

自在ア－ムの橋面上から橋梁下面の点検位置までの

移動は設置及び撤去時間で約 3～4分で, 自在ア－ム水 

平部の速度は 0.1m/s であった．この速さは点検箇所の

画像認識のための速さとして適切なものと感じられた． 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし,鉛直・水平部の伸縮に要する時間は作業効率

の面からは幾分長く感じられた. 

3.2 点検車からの撮影画像 

上部工の点検撮影は主に損傷の発生が予想されるコン

クリ－ト床版のひび割れと,鋼橋では疲労による亀裂が
発生しやすい上フランジと垂直補剛材の溶接部に着目し,

実橋実験を実施した.（写真-7） 

下部工の点検撮影は支承部および壁面部のコンクリ 

－ト面に着目し撮影を実施した.  
下部工基礎周辺部の撮影は先掘状況について,水面上

からの概観的なものとなったが,下部工の全景などの撮

影は可能であった. 

 

4. あとがき 

以上のことから維持管理点検コストの低減のために

簡易型橋梁点検車を利用することは長大橋や河川橋など

の足場工や空中作業車の使用が必要となる橋梁では使用

するメリットは大きいと考えられる. 特にトラス橋など

の構造が複雑な橋では自在ア-ムの自由度が高く,点検対

象物のカメラ撮影が容易と思われる. これにより,老朽
化した多くの橋梁の点検が可能となり,橋梁の長寿命化

が可能となると思われる. また,簡易型橋梁点検車で,構

造物の損傷箇所およびひび割れ幅の特定が可能となり, 

経年変化状況の評価が容易となる． 

今後の実用化に向けては機器の耐久性の向上や性能

面での向上は必要不可欠と考えられる. 特に,性能面で

は自在ア-ムの速度制御を固定式から可変式に変更し,自

在ア-ムの移動目的に応じた速さを自由にコントロ－ル

できる制御方式への変更も必要である. 現状の自在ア-

ム長の適用高さの限界は高欄天端より桁下までの高さで

約 3ｍから 3.5ｍ程度であり,桁高の大きい橋梁では使用

できないことも考えられる．このため, 自在ア－ム延長

増も検討する必要があると思われる． 
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写真-6 簡易型橋梁点検車による点検 
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